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「
モ
ー
ビ
ー
・
デ
ィ
ッ
ク
」（
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
）
其
の
一

十
九
世
紀
中
葉
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
舩
が
世
界
の
海
で
盛
ん
に
活
躍
し
て
ゐ
た
頃
の
話
で
あ
る
。
語
り
手
の

靑
年
イ
シ
ュ
メ
イ
ル
が
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
捕
鯨
基
地
ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
港
に
や
つ
て
來
て
、
捕
鯨
舩
ピ
ー

ク
ォ
ッ
ド
號
に
乘
込
む
事
に
な
つ
た
。
舩
長
は
エ
イ
ハ
ブ
と
云
ふ
名
の
老
い
た
る
練
逹
の
鯨
取
り
だ
つ
た
が
、

歬
囘
の
航
海
で
「
モ
ー
ビ
ー
・
デ
ィ
ッ
ク
」
な
る
異
名
を
取
る
白
い
巨
大
な
抹
香
鯨
に
遭
遇
し
、
挌
鬪
の
㝡
中

に
片
腳
を
⻝
ひ
ち
ぎ
ら
れ
瀕
死
の
重
傷
を
負
つ
た
。
傷
が
漸
く
癒
え
た
今
、
再
び
航
海
に
赴
か
う
と
し
て
ゐ
た

の
だ
が
、
そ
の
胸
底
に
は
白
鯨
へ
の
憎
惡
と
復
讐
心
と
が
烈
火
の
如
く
燃
え
て
ゐ
た
。

ピ
ー
ク
ォ
ッ
ド
號
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
に
出
港
し
、
大
西
洋
、
印
度
洋
、
太
平
洋
と
、
鯨
を
捕
獲
し
つ
つ

三
年
に
及
ぶ
航
海
を
續
け
、
遂
に
日
本
の
太
平
洋
岸
沖
合
で
モ
ー
ビ
ー
・
デ
ィ
ッ
ク
を
發
見
、
三
日
に
亙
る
挌

鬪
の
末
、
エ
イ
ハ
ブ
は
海
底
深
く
引
摺
り
込
ま
れ
、
ピ
ー
ク
ォ
ッ
ド
號
も
破
壞
さ
れ
て
沈
沒
、
イ
シ
ュ
メ
イ
ル

の
み
が
生
き
殘
つ
て
こ
の
悲
運
の
物
語
を
語
り
傅
へ
る
次
第
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
如
く
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
㝡
大
の
小
說
の
筋
は
至
つ
て
單
純
で
あ
る
。
メ
ル
ヴ
ィ
ル
は
同
時
代
の
Ｅ
・

Ａ
・
ポ
オ
の
樣
に
複
雜
な
筋
を
工
夫
す
る
類
の
作
家
で
は
な
か
つ
た
。
だ
が
、「
雄
大
な
書
を
生
ま
ん
と
す
れ

ば
、
雄
大
な
主
題
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
」、「
幹
か
ら
枝
が
生
え
、
枝
か
ら
小
枝
が
の
び
る
や
う
に
、
豐
富
な
主

題
か
ら
は
多
く
の
章
が
生
ま
れ
る
」
と
イ
シ
ュ
メ
イ
ル
が
語
る
通
り
、
單
純
な
筋
が
擔
ふ
作
品
の
主
題
は
實
に

「
雄
大
」
か
つ
「
豐
富
」
な
の
で
あ
つ
て
、
今
囘
は
三
囘
に
亙
つ
て
「
モ
ー
ビ
ー
・
デ
ィ
ッ
ク
」
の
「
雄
大
な

書
」
た
る
所
以
に
つ
い
て
語
ら
う
と
思
ふ
。

實
は
エ
イ
ハ
ブ
は
片
腳
を
⻝
ひ
ち
ぎ
ら
れ
て
、
苦
痛
と
激
昂
の
餘
り
、
モ
ー
ビ
ー
・
デ
ィ
ッ
ク
を
己
が
「
肉

體
的
苦
痛
ば
か
り
で
な
く
、
知
的
・
精
神
的
懊
惱
」
の
㝡
大
の
原
因
と
迄
信
じ
込
む
に
至
り
、
こ
れ
を
飽
迄
も

追
跡
し
て
擊
破
せ
ん
と
の
狂
氣
の
執
念
に
取
憑
か
れ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
然
ら
ば
彼
の
「
知
的
・
精
神
的
懊
惱
」

の
本
質
と
は
何
か
。

ほ
ん
の
一
例
だ
が
、
そ
れ
を
端
的
に
物
語
る
の
が
、
ピ
ッ
プ
と
云
ふ
名
の
下
働
き
の
黑
人
の
小
僧
に
寄
せ
る

エ
イ
ハ
ブ
の
思
ひ
で
あ
る
。
ピ
ッ
プ
は
生
來
臆
病
だ
つ
た
が
、
或
時
、
人
手
が
足
り
ぬ
と
て
捕
鯨
ボ
ー
ト
に
乘

込
ま
さ
れ
、
疾
驅
す
る
ボ
ー
ト
か
ら
轉
落
し
、
大
海
原
に
一
人
置
去
り
に
さ
れ
て
、
恐
怖
の
餘
り
發
狂
し
、
後

に
救
出
さ
れ
る
が
正
氣
を
取
戾
す
事
は
な
い
。
さ
う
い
ふ
ピ
ッ
プ
を
見
て
エ
イ
ハ
ブ
は
叫
ぶ
、「
お
お
、
凍
て
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つ
い
た
天
の
神
々
よ
！
　
こ
の
下
界
を
見
る
が
よ
い
。（
中
略
）
汝
ら
は
こ
の
薄
幸
の
子
を
產
ん
で
置
き
な
が

ら
、
棄
て
て
し
ま
つ
た
の
だ
。（
中
略
）
小
僧
、
お
ま
へ
は
わ
し
の
㝡
奧
の
心
に
觸
れ
て
く
る
わ
」。

エ
イ
ハ
ブ
に
と
つ
て
ピ
ッ
プ
は
「
天
の
神
々
」
に
非
情
に
も
飜
弄
さ
れ
る
人
間
の
悲
慘
を
象
徵
す
る
存
在
に

他
な
ら
な
か
つ
た
。
或
時
、
エ
イ
ハ
ブ
は
舷
側
に
吊
し
た
老
鯨
の
頭
部
に
向
つ
て
云
ふ
、「
あ
あ
、
頭
よ
！
　

星
も
碎
け
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
も
信
仰
を
失
ふ
ほ
ど
の
出
來
事
を
見
て
き
た
お
主
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
一
言
と

て
も
語
ら
ぬ
の
か
！
」
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
は
「
創
世
記
」
に
出
る
ヘ
ブ
ラ
イ
民
族
の
始
祖
で
あ
り
、
神
の
命
令
な

ら
ば
愛
し
い
獨
り
子
を
も
平
然
と
生
贄
に
捧
げ
ん
と
す
る
程
の
鞏
固
な
信
仰
で
有
名
な
人
物
だ
が
、
ピ
ッ
プ
の

悲
慘
が
象
徵
的
に
物
語
る
樣
に
、
エ
イ
ハ
ブ
に
は
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
も
信
仰
を
失
ふ
」
體
の
非
合
理
が
こ
の
世

を
支
配
し
て
ゐ
る
と
し
か
思
へ
ず
、
さ
う
い
ふ
世
界
の
在
り
樣
が
ど
う
し
て
も
納
得
出
來
な
い
。
そ
れ
が
彼

の
「
知
的
・
精
神
的
懊
惱
」
の
本
質
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
エ
イ
ハ
ブ
の
狂
氣
の
追
跡
の
背
後
に
は

「
不
當
な
苦
難
」
の
意
味
を
求
め
て
神
に
論
爭
を
挑
む
ヨ
ブ
以
來
の
精
神
の
傳
統
が
存
し
て
を
り
、
作
中
、
白

鯨
が
「
ヨ
ブ
の
鯨
」
と
稱
せ
ら
れ
る
所
以
だ
が
、
か
か
る
「
雄
大
な
主
題
」
を
扱
つ
た
作
品
を
讀
む
時
程
、
私

は
日
米
の
文
化
の
異
質
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
事
は
な
い
。（

野
崎
孝
譯
、
世
界
の
文
學
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
三
六
、
中
央
公
論
社
）


